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機

両 十分

軽自動車から普通乗用車

本機は、洗車使用にはなっておりませんので洗車にはご使用にならないで
ください。
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本機

本機

本機

3000kg
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.各部の名称と機能

車
輌
進
入
方
向

⑫ ⑪

⑬ ⑬

⑰

⑮

⑯

⑭

⑨

⑩

①

②

③

④

⑤

⑥
⑦

⑧

操作バルブユニット詳細

㉒

⑱
⑲ ⑳ ㉑

上フレーム

下フレーム

空気バネ

水準器

安全バー

延長アタッチメント

ネジ調整式受台

制御チェーン

安全装置（ストッパー）

安全装置（ストッパー）解除用エアーシリンダー

操作バルブユニット

⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
㉑
㉒

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪

小物入れ

シューター（前）（※typeB typeD 分割式）

シューター（後）

アンカーステー

エクステンションアーム（※typeB typeD） 

車両進入補助ライン

足踏みペダル式操作バルブ

減圧弁

急速継手（エアーカプラ）

圧縮エアー供給口

緊急下降操作バルブユニット

⑳
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●車両ジャッキアップ時は必ず本機最高位（ストロークエンド）まで上昇させ、安全

装置を作動させてください。重大な事故へとつながります。

警 告

本機は、上昇を圧縮エアー・下降を自重にて行うエアー作動式簡易リフトです。足踏み式

操作ペダル（⑱）を上昇側へ操作すると圧縮エアーが空気バネ（③）へ供給されることで

上フレーム（①）が上昇します。

上フレーム（①）は左右を連結板で固定した機械同調式により左右平行に上昇します。

また、上フレーム（①）が最高位（ストロークエンド）に達することで、安全装置（⑨）

が作用します。

本機には安全装置（⑨）が設けられており、空気バネ・配管等からのエアー漏出時の上フ

レーム下降を防ぎます。

（２） 構造

（３） 安全装置（ストッパー）

本機は、車両ジャッキアップ時のバランス状態（前後の荷重偏り）を確認するため、上フ

レーム（①）の側面に水準器（④）を設けております。そのため、目視による確認にて偏

荷重での車両ジャッキアップを抑制できます。

（４） 水準器

安全装置(ストッパー) 安全装置(ストッパー)解除用エアーシリンダー
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（６） エアー系統図

圧縮エアー供給口

減圧弁（設定圧力：0.40MPa）

急速継手（エアーカプラ）（×2）

足踏みペダル式操作バルブ

安全装置（ストッパー）解除用
エアーシリンダー（×2）

緊急下降操作バルブユニット

空気バネ（×4）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

名　　　  称

⑦ ⑦ ⑦ ⑦

① ②

③

③

④

⑤⑤

⑥

本機は、経年的劣化により空気バネ（③）が破裂・破損した際に、上フレーム（①）を安

全に下降させるための緊急下降操作バルブユニット（㉒）を設けております。操作方法・
詳細に関しましては、別紙『緊急下降操作マニュアル』を参照ください。

（５） 緊急下降操作バルブユニット

緊急下降操作バルブユニット
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５.設　置

設置作業場の整理・整頓・火気使用時（溶接、喫煙等）の火災予防、作業に適した服装、

ヘルメット安全靴及び下記保護具を着用し、安全作業に努めてください。

１．高所作業　……………………………　命綱

２．グラインダ作業　……………………　防塵眼鏡

３．溶接作業　……………………………　遮光眼鏡、保護具、皮製手袋

４．粉塵作業　……………………………　防塵眼鏡、防塵マスク

５．騒音作業　……………………………　耳栓

クレーン車（ユニック車）の操作・溶接作業・電気工事等は、有資格者が作業を行ってく

ださい。

安全作業に必要な人数として、本機設置時は２人以上での作業が望ましいと思われます。

（２） 設置上の一般的注意

（1） 設置スペース

①　本機設置位置は上記寸法を参考としてください。

②　車両の進入は前進にて乗り入れてください。

①　基礎工事のコンクリート工法は地盤の強弱により異なりますので、本機設置床面に左

右合わせて5tonの荷重が加えられても亀裂・破損・沈下等が起こらないよう施工し

てください。

②　基礎工事は特に水平仕上げに留意して工事を施工してください。

（３） 基礎工事

フレーム:1332

2
8
2
5

1
0
0
0
 以
上

2500以上 

4160 1250以上 

3
2
5

車
両
進
入
方
向
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①　「(1)設置スペース』を参考にして設置位置の寸法出し(墨打ち)をしてください。

②　本機設置は、上フレーム側面の水準器の調整角度範囲内(約2.5°以内)に収まる床面へ

設置してください。

　　また、床面と下フレームの接触面に隙間がある場合は附属のシム板を敷き、本機設置

後に『ガタ付き』が生じないよう適宜調整してください。

③　本機設置後、水準器の角度を水平位置（気泡が中心になるよう）にネジ調整・固定を

行ってください。

④　本機を吊り下ろし設置する際は下図のように、本機下フレーム４ヵ所のキャップボル

ト（M16×80）へスリングベルトを通し、本機を浮上させてください。（※設置後

はキャップボルトを取り外し保管してください。）

　　シューター(前)(後)は本機下フレームのフックへ掛けるよう設置してください。

（4） 設置

基礎工事のコンクリート工法は地盤の強弱により異なりますの

で、本機設置床面に左右合わせて5tonの荷重が加えられても

亀裂・破損・沈下等が起こらないよう施工してください。

2.5ﾟ以
内

○

重心位置は本機中心点となります。

シューター（前）（後）

下フレームフック

×
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本機の吊上げには細心の注意を払い作業してください。バラン

スを崩すと本機が落下し、本機の損傷や身体に傷害を負う可能

性があります。
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車両

毎日、作業前に必ず始業点検を行ってください。なお点検は車両を乗せずに実施してください。

① 本機外観上の異常（変形・破損・亀裂等）はないか。

② 本機への供給エアーホース・空気バネ・各配管接続部にエアー漏出はないか。

③ 足踏みペダル式操作バルブはスムーズに動作するか。

④ 本機上昇・下降操作時、上フレームはスムーズに動作するか。また動作時に異音は伴わないか。

⑤ 安全装置は確実に動作しているか。

⑥ 各ネジ・ボルト・ナットに緩みはないか。

異常と思われる箇所が発見された場合は、異常箇所の修復を完全に行うまでは本機の使用

を禁止し、直ちにお買い上げされた販売会社にご連絡ください。そのまま使用された場合、

本機の損傷や身体に傷害を負う可能性があります。

本機を柔らかい床面や、平らでない床面に設置・使用すると車両ジャッキアップ時に不安定

になり大変危険です。

また本機は、設置床面に左右合わせて5tonの荷重が加えられても亀裂・破損・沈下等が起

こらない場所へ設置してください。

水平・平滑・強固な床面へ設置・使用

６.取り扱い方法

①　操作バルブユニットの足踏みペダル式操作バルブを下降側へ操作し、本機最低位まで

下降させてください。

②　車両重心が本機上フレームの中心ラインになるよう車両を乗り入れてください。

　　車両重心は必ずしもホイールベースの中心というわけではありませんので、車両の

セッティング位置は十分に考慮してください。
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①　エクステンションアームのアタッチメント（もしくはサイドシル受けゴムブロック）

を車両ジャッキアップポイントの真下へセットしてください。

②　アタッチメント（もしくはサイドシル受けゴムブロック）をジャッキアップポイント

に合わせ、操作バルブユニットの足踏みペダル式操作バルブを上昇側へ操作し、

ジャッキアップポイントに到達した時点で、足踏みペダル式操作バルブを中立位置に

切り替え本機動作を一旦停止させ、アタッチメント（もしくはサイドシル受けゴムブ

ロック）が車両の正しいジャッキアップポイントへセットされていることを確認して

ください。

　　確認後、足踏みペダル式操作バルブを上昇側へ操作し前後のタイヤが１～２ｃｍ程度

浮き上がる状態までジャッキアップし、再度足踏みペダル式操作バルブを中立位置に

切り替え本機動作を一旦停止させます。

③　停止後、左右上フレーム側面に取り付けられた水準器を目安にジャッキアップのバラ

ンス状態（前後の荷重偏り）を確認してください。

　　水準器の確認後、車両を前後に軽く揺らしジャッキアップの全体的なバランス状態の

最終良否判断を行ってください。

　　※１　水準器にて車両ジャッキアップ時の水平確認を必ず行ってください。

　　※２　バランス状態が悪い場合は、足踏みペダル式操作バルブを下降側へ操作し、

　　　　　一旦本機を下降させ、車両のセッティングをやり直してください。

④　バランス状態確認後、再度足踏みペダル式操作バルブを上昇側へ操作し本機のスト

ロークエンド位置まで（供給される圧縮エアーの音が無くなるまで）車両を上昇させ

てください。

（3） 上昇操作

車両乗り入れの際は本機を完全に（最低位まで）下降させてく

ださい。車両や本機損傷へとつながります。

○

上　昇 下　降中立位置（停止）
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極端な偏荷重での使用禁止

リフトの操作中わき見禁止

⑤　ストロークエンド位置上昇後は足踏みペダル式操作バルブを中立位置へ操作し本機動

作を停止させてください。

　　本機停止後は、安全装置（ストッパー）が正常に利いているか目視にて確認してくだ

さい。

　　※３　ストッパーが正常に利いている場合は、本機上フレームに対し垂直状態とな　

　　　り、下フレームから５～１０ｍｍ程度浮いた状態となります。

　　※４　安全装置（ストッパー）が正常に利いていない（※３　状態ではない）場合は

　　　足踏みペダル式操作バルブを下降側へ操作し、一旦本機を下降させ、車両の

　　　セッティングをやり直してださい。

○ ×

車両ジャッキアップ時、必ず安全装置（ストッパー）が正常に利

いているか確認してください。重大な事故へとつながります。

本機の能力を越える車両はジャッキアップしないでください。

本機損傷へとつながります｡
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人が乗車した状態でジャッキアップしないでください。

人身事故へとつながります｡

必ずアタッチメントの中心に荷重が加わるようジャッキアップポ

イントへセットしてください。また､偏荷重での使用はしないで

ください。

車両の上昇・下降させる場合に車両の下、または周辺に人や物が

ないことを確認してください。重大な事故へとつながります。

自動車メーカーが指定するジャッキアップポイント以外の部分で

支持しないでください。車両の変形･荷重バランスの悪化により

重大な事故へとつながります。

①　操作バルブユニットの足踏みペダル式操作バルブを下降側へゆっくり操作し本機を下

降させます。

　　足踏みペダル式操作バルブを下降側へ操作しても安全装置（ストッパー）が解除され

ず下降しない場合は、足踏みペダル式操作バルブを上昇側へ操作し、一旦本機スト

ロークエンド位置まで上昇させた後、再度下降させてください。

（4） 下降操作
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車両退出の際は本機を完全に（最低位まで）下降させてくださ

い。車両や本機損傷へとつながります。

下降中の車両を急停止させないでください。車両の落下や本機損

傷へつながります。

①　操作バルブユニットの足踏みペダル式操作バルブを下降側へ操作し、本機最低位まで

下降させてください。

　　次に、エクステンションアーム（もしくはサイドシル受けゴムブロック）を元の定位

置へ戻してください。

②　本機から車両を退出してください。

（5） 車両退出

作業終了後はエクステンションアームのアタッチメント（もしくはサイドシル受けゴムブ

ロック）の汚れを取り除き、異常（変形・破損・亀裂等）はないか確認してください。

また本機上昇・下降操作時、上フレームはスムーズに動作するか。また動作時に異音は伴

わないか確認してください。

異常が発見された場合は本機の使用を禁止し、直ちにお買い上げの販売会社へご連絡くだ

さい。

（6） 終業点検
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本機を安全に長く使用して頂くための大切な点検項目です。定期的に点検を実施してください。

７.標準付属品

８.定期点検

点検期間

毎日

毎週

点検箇所 点検項目 点検要項

空気バネ

安全装置（ストッパー）

安全装置解除用エアーシリンダー

延長アタッチメント

各ゴムブロック

各ネジ・ボルト・ナット

クロス・リンク

エクステンションアーム

破損・異常はないか

破損・異常はないか

破損・緩みはないか

破損・動作異常（異音）
はないか

破損・動作異常（異音）
はないか  

破損・異常（ひび割れ・
亀裂）はないか

破損・動作異常はないか

交換
（販売会社へ連絡）

潤滑油給油、交換
（販売会社へ連絡）

潤滑油給油、交換
（販売会社へ連絡）

潤滑油給油、交換
（販売会社へ連絡）

破損・動作異常はないか 潤滑油給油、交換
（販売会社へ連絡）

交換

交換

増し締め、交換

< APL-3000 typeA>

1.サイドシル受けゴムブロック……

2. シューター(前) …………………

3.シューター(後) …………………

4.アンカーステー …………………

5.アンカーボルト……………………

6.シム板(t3.2×200×100) ……

7.取扱説明書

8.保証書

4個

2個

2個

4個

4本

20枚

< APL-3000 typeB>

1.サイドシル受けゴムブロック ………

2.シューター(前)(分割式) …………

3.シューター(後)…………………………

4.アンカーステー ………………………

5.アンカーボルト ………………………

6.シム板(t3.2×200×100) …………

7.取扱説明書

8.保証書

4個

2セット

2個

4個

4本

20枚

< APL-3000 typeC>

1.延長アタッチメント………………

2.サイドシル受けゴムブロック……  

3.シューター(前) …………………

4.シューター(後) …………………

5.アンカーステー …………………

6.アンカーボルト……………………

7.シム板(t3.2×200×100) ………

8.取扱説明書

9.保証書      

4本

4個

2個

2個

4個

4本

20枚

< APL-3000 typeD>

1.延長アタッチメント …………………

2.サイドシル受けゴムブロック ………

3.シューター(前)(分割式) …………

4.シューター(後) ………………………

5.アンカーステー ………………………

6.アンカーボルト ………………………

7.シム板(t3.2×200×100) …………

8.取扱説明書

9.保証書   

4本 

4個

2セット

2個

4個

4本

20枚
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９.故障と処置

故障かなと思ったら、修理を依頼する前にもう１度確認してください。異常が生じた際はこの取

扱説明書を再度よくお読み頂き、下記の点検をした上で、それでも不調が改善されない場合はお

買い上げの販売会社へご連絡ください。

・リフトを一旦上昇させ、安全装置を本機下フレー
ムより浮いた状態へ操作
 上記状態を目視にて確認後、再度下降操作
・安全装置解除用シリンダーへ潤滑油給油（販売会
社にて修理）

・潤滑油給油（販売会社にて修理）

本機に使用されている安全装置解除用エアーシリンダーは無給油形となります。無給油形エ

アーシリンダーは経過年数や使用頻度により異なりますが、内部のグリース量の低下及び劣化

による潤滑機能低下を起因としたエアー漏出や動作不良が生じます。そのような症状が生じた

場合はエアーシリンダーの寿命となりますので交換が必要となります。しかし、延命処置が必要

な場合（部品交換に時間を要する等）は以下に記す潤滑油給油手順を実施してください。

①　給油はタービン油１種（無添加）ＩＳＯ ＶＧ３２ を準備・使用してください。

②　下図、操作バルブユニット内の配管・ハイロンチューブを取り外し、供給口より２０ｃｃ程度を

　　給油しエアーシリンダーの動作（本機　上昇・下降）を実施してください。

③　②を数回繰り返し、エアー漏出や動作不良が改善されたら終了となります。

　　（※１度の給油では潤滑油が行き渡らないため、数回繰り返し作業を実施します。）

症状

上昇しない

下降しない

異音がする

原因 処置

供給エア－圧力不足

供給エアー圧力不足

各ホース・継手からの
エアー漏出

リンクの摺動箇所の
油切れ

・供給エアー圧力（0.40MPa以上）の確認

・各ホース・継手 交換（販売会社にて修理）

各ホース・継手からの
エアー漏出 ・各ホース・継手 交換（販売会社にて修理）

リンクの摺動箇所への
異物侵入 ・異物排除（販売会社にて修理）　

安全装置（ストッパー）の
未解除

・供給エアー圧力（0.40MPa以上）の確認

① ① ②

②

（1） 故障と処置

（2） 安全装置解除用エアーシリンダー（延命処置）
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10.仕様
仕　　　　様

ＡＰＬ-3000 ｔｙｐｅＡ

ＡＰＬ-3000 ｔｙｐｅＡ

3000ｋｇ

3850ｍｍ×2770ｍｍ×225ｍｍ

約690ｋｇ

130ｍｍ

370ｍｍ

3120ｍｍ

240ｍｍ

400ｋＰａ

型 式

能 力

本 体 寸 法  

本 体 重 量

フレーム最低位

フレーム最高位

有効ホイールベース長

揚 程

設定空気圧力

附 属 装 備

附 属 装 備

仕　　　　様

ＡＰＬ-3000 ｔｙｐｅB

ＡＰＬ-3000 ｔｙｐｅＢ

3000ｋｇ

4160ｍｍ×2770ｍｍ×225ｍｍ

約７１０ｋｇ

130ｍｍ

370ｍｍ

３４２０ｍｍ

240ｍｍ

400ｋＰａ

型 式

能 力

本 体 寸 法  

本 体 重 量

フレーム最低位

フレーム最高位

有効ホイールベース長

揚 程

設定空気圧力

①

②

③

④

⑤

フレ
ーム
：3
70

揚
程：
24
0

フレ
ーム
：1
30

1332

ボ
ー
ド
芯
：
1
4
5
0

6
0
0

8
5
0

6
0
0

2
0
5
0

3850

車
輌
進
入
方
向

有効ホイールベース長:3120

4
3
0

2
3
4
0

2
7
7
0

空気バネ：φ220 (×4)

操作バルブユニット

車両設置用シューター

アンカー固定：4×φ15 (※使用時取付)

サイドシル受けゴムブロック
：ｔ30×200×100 (×4)

①

②

③

④

⑤

空気バネ：φ220 (×4)

操作バルブユニット

車両設置用シューター

アンカー固定：4×φ15 (※使用時取付)

サイドシル受けゴムブロック
：ｔ30×200×100 (×4)

揚
程
:2
40

フレ
ーム
:3
70

フレ
ーム
:1
30

1332

ボ
ー
ド
芯
:1
4
5
0

6
0
0

8
5
0

6
0
0

2
0
5
0

車
輌
進
入
方
向

車両設置用シューター収納時:3560
4160

有効ホイールベース長:3420

620 895

4
3
0

2
7
7
0 2
3
4
0

①

②

③ ③④

①

②

③ ③④
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附 属 装 備

附 属 装 備

仕　　　　様

ＡＰＬ-3000 ｔｙｐｅC

ＡＰＬ-3000 ｔｙｐｅＣ

3000ｋｇ

3850ｍｍ×2825ｍｍ×225ｍｍ

約790ｋｇ

130ｍｍ

370ｍｍ

3120ｍｍ

240ｍｍ

400ｋＰａ

型 式

能 力

本 体 寸 法  

本 体 重 量

フレーム最低位

フレーム最高位

有効ホイールベース長

揚 程

設定空気圧力

仕　　　　様

ＡＰＬ-3000 ｔｙｐｅD

ＡＰＬ-3000 ｔｙｐｅD

3000ｋｇ

4160ｍｍ×2825ｍｍ×225ｍｍ

約810ｋｇ

130ｍｍ

370ｍｍ

3420ｍｍ

240ｍｍ

400ｋＰａ

型 式

能 力

本 体 寸 法  

本 体 重 量

フレーム最低位

フレーム最高位

有効ホイールベース長

揚 程

設定空気圧力

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

空気バネ：φ220 (×4)

延長アタッチメント：75mm (×4)

操作バルブユニット

エクステンションアーム (ネジ調整式受台)

車両設置用シューター

アンカー固定：4×φ15 (※使用時取付)

サイドシル受けゴムブロック
：ｔ30×200×100 (×4)

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

空気バネ：φ220 (×4)

延長アタッチメント：75mm (×4)

操作バルブユニット

エクステンションアーム (ネジ調整式受台)

車両設置用シューター (進入方向：分割式)

アンカー固定：4×φ15 (※使用時取付)

サイドシル受けゴムブロック
：ｔ30×200×100 (×4)

揚
程
:2
40

フレ
ーム
:3
70

フレ
ーム
:1
30

14
0
40

1332

180
ボ
ー
ド
芯
:1
4
5
0

6
0
0

8
5
0

6
0
0

2
0
5
0

2
5
0
0

2
8
2
5

3
2
5

3850

有効ホイールベース長:3120

車
輌
進
入
方
向

R
6
0
0

R106
5

揚
程
:2
40

フレ
ーム
:3
70

フレ
ーム
:1
30

有効ホイールベース長:3420

14
0
40

620 895

1332
車両設置用シューター収納時:3560

4160

180

ボ
ー
ド
芯
:1
4
5
0

6
0
0

8
5
0

6
0
0

2
0
5
0

2
5
0
0

車
輌
進
入
方
向

2
8
2
5

3
2
5

R
6
0
0

R106
5

①

③

②

⑤ ⑤⑤ ⑥

④

①

③

②

⑤ ⑤⑥

④
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11.製品保証規定

ご一報くださ

ご了承くだ

い。

さい。

本機は、屋外設置及び防水仕様にはなっておりませんので、錆、腐食、
漏電等の水による故障は保証いたしておりません。
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APL-3000 Series

エアパワーリフター

令 和  ４ 年 １ 月 １ 日

令 和  年 月 日

令 和  年 月 日

令 和  年 月 日



082-573-5012
082-573-5012




